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平
成
18
年
１
月
に
都
城
市
、
山
之
口
町
、
高
城
町
、
山
田
町
、
高
崎
町
が
合
併
し
、
新
都
城
市
が

誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
２
月
５
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
約
１
、４
０
０
人
が
参
加

し
た
都
城
市
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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都
城
市

新
市
誕
生
10
周
年

　

平
成
27
年
度
、
市
で
は
、
合
併
10
周

年
に
先
立
ち
、
都
城
市
歌
コ
ン
サ
ー
ト

や
、
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
・
み
ん

な
の
体
操
会
、
10
月
か
ら
１
年
間
、
都

城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
と
本
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ぼ
ん
ち
く
ん
が
大
空
を
舞
う
、
ソ

ラ
シ
ド
エ
ア
機
体
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
空
恋
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
記
念
事
業

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事

業
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
10
周

年
を
祝
う
と
と
も
に
、
都
城
の
元
気
を

全
国
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
こ
の
10
年
間
、
市
政
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
６
５
４
人
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
唱
団
「
あ
さ
ぎ
り
」
や
志

比
田
保
育
園
の
園
児
な
ど
参
加
者
全

員
で
、「
希
望
に
み
ち
て‒

都
城
市
歌
」

を
斉
唱
し
た
ほ

か
、
記
念
映
像

「
10
年
の
絆
を

未
来
へ
」「
３

つ
の
宝
・
輝
き

を
増
す
都
城
」

を
上
映
し
、
10

周
年
の
節
目
を

盛
大
に
祝
い
ま

し
た
。

　

市
で
は
式
典
に
併
せ
て
記
念
映
像
を

製
作
。
10
年
の
歩
み
を
映
像
で
振
り
返

る
と
と
も
に
、
本
市
の
持
つ
３
つ
の
宝

「
農
林
畜
産
業
」「
地
の
利
」「
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
」の
魅
力
を
紹
介
。

こ
の
映
像
は
、
動
画
配
信
サ
イ
ト
に
掲

載
し
、
本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
観
光
地
な
ど
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
記
念
切
手
シ
ー
ト
を
数
量
限

定
で
作
成
し
、
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

記
念
品
と
し
て
贈
呈
。
な
お
、
こ
の
記

念
切
手
シ
ー
ト
は
、
日
本
郵
便
の
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た

10
周
年
記
念
事
業

記
念
映
像
と

記
念
切
手
シ
ー
ト

共
に
祝
う
10
周
年

10
年
の
絆
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

表
彰
さ
れ
た
方
々

◯
市
・
町
三
役	

20
人

◯
市
・
町
議
会
議
員	

14
人

◯
行
政
委
員
会
委
員	

７
人

◯
審
議
会
・
協
議
会
等
委
員	

56
人

◯
地
方
自
治
功
労
者	

８
人

◯
社
会
福
祉
功
労
者	

19
人

◯
環
境
保
全
功
労
者	

９
人

◯
保
健
衛
生
功
労
者	

20
人

◯
産
業
経
済
功
労
者	

54
人

◯
教
育
文
化
功
労
者	

27
人

◯
地
域
安
全
功
労
者	

３
５
２
人

◯
寄
付
者	

63
人

◯
善
行
者	

５
人

動画配信サイト
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講
師
：
増
田　
寛ひ

ろ

也や

さ
ん

（
元
総
務
大
臣
、
日
本
創
成
会
議
座
長
）

　

こ
の
10
年
の
歩
み
の
中
で
は
、
口
蹄

疫
の
発
生
や
新
燃
岳
の
噴
火
と
い
っ
た

苦
し
い
経
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、
旧
１

市
４
町
の
真
摯
で
尊
い
ま
ち
づ
く
り
の

積
み
重
ね
を
ベ
ー
ス
に
、
社
会
基
盤
の

整
備
や
各
種
施
策
の
進
展
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
の
目
の
前
に
は
、
次
な

る
未
来
へ
の
挑
戦
が
待
ち
受
け
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
へ
の
対

応
な
ど
、課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
10
年
間
で
培
っ
た
絆
や
、
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
自
然
、
歴
史
、
文
化
と

い
っ
た
財
産
、
そ
し
て
、
本
市
が
持
つ

３
つ
の
宝
、す
な
わ
ち
「
農
林
畜
産
業
」

「
地
の
利
」「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
」を
輝
か
せ
る
取
り
組
み
を
通
し
て
、

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス
マ
イ
ル
シ

テ
ィ
都
城
」
の
実
現
の
た
め
に
、
市
民

の
皆
様
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
更
な

る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　

日
本
創
成
会
議
と
し
て
公
表
し

た
「
全
国
の
市
区
町
村
の
う
ち
、

８
９
６
団
体
が
、
２
０
４
０
年
ま
で

に
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
全
体
で
人

口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
「
伝
統
や

地
域
資
源
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
が
必
要
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
全
国
的
な
話
題
を
呼
ん

で
い
る
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

「
突
出
し
た
農
業
生
産
に
焦
点
を
当

て
て
成
功
し
た
取
り
組
み
」と
評
価
。

　

今
後
の
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、「
若
い
世
代
の
働
き
方
な

ど
に
配
慮
し
て
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
を
整
え
、
地
域
社
会

を
支
え
る
べ
き
若
い
世
代
の
流
失
を

防
ぐ
た
め
の
施
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
」
と
訴
え
か
け
ま
し
た
。

市
長
あ
い
さ
つ

人
口
減
少
社
会
の
処
方
箋

～
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
の
あ
り
方
～

講 

演

都城市新市誕生10周年
10 年の絆を未来へつなぐ


